
≪蓮田松韻高校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

課程 全日制 学科 普通科 生徒数 
(男) 300 
(女) 241 

計 541 

ホームページ  https://hasudashouin-h.spec.ed.jp/ 

アクセス 
ＪＲ宇都宮線「白岡駅」より徒歩２５分 
「蓮田駅」より江ヶ崎馬場行きバス「東埼玉病院」下車徒歩７分 

教育課程等

の特徴 

・１年次は３３人程度の少人数クラス編制、数学・英語の習熟度別授業 
・学力の土台を築く学校設定教科「マルチベーシック」の実施 
・選択科目は進路実現に向けてよりよい選択ができるよう、７つのプランを例示 
・定期考査前の学習会、放課後・夏休みの進学補習、大学生による学習支援を実施 

活躍が顕著

な部活動 

・陸上競技部関東大会出場、インターハイ出場・入賞 

・女子バレーボール部県大会出場 

・パソコン部ＩＴパスポート合格 

特色ある 

学校行事 

・体育祭は色別対抗戦で、人気種目は全校ダンスや「松韻走る（shouinsoul）」 

・文化祭は生徒会が中心となり、全員の力を結集し最高のパフォーマンスを見せる 

家庭・地域 

との連携 

・蓮田市内の中学生を対象とした体験授業・出前説明会 

・蓮田特別支援学校との交流 

・蓮田市内イベントへの参加（交通安全キャンペーン、蓮田まつりへの運営協力等） 

進

路 

状

況 
四大 ３８人 短大 １３人 専門 ５０人 就職 ８５人 その他  ４人 

傾

向 

・四年制大学、短期大学、専門学校進学が約５割、就職が約５割。 

・主な就職先は、東光高岳、ＹＫＫ ＡＰ㈱ など。 

（※生徒数：R1.5.1 現在、進路は H31.3 月卒業生の実績値） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

 

・学校生活を前向きにかつ大切にし、自分の未来を切り拓くために進路目標に向かって努力する生徒。 

・ルールやマナーを守り、明るく挨拶ができるなど基本的生活習慣が確立されている生徒。 

 

＜詳しい入学者選抜基準はこちら＞ 

・学習の記録の得点については、学年比率１：２：３で、３年次の評価を重視します。 

・第１次選抜（定員枠 70％）においては、学力検査と調査書の記録をバランスよくみて選抜します。 

・第２次選抜（定員枠 25％）及び第３次選抜（定員枠 5％）においては、調査書の記録と面接を重視

した選抜を行います。 

・面接を実施し、受検生の意欲・態度を積極的に評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

https://hasudashouin-h.spec.ed.jp/
http://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r3senbatsu-kizyun.html


埼玉県立蓮田松韻高等学校 ～生徒の成長物語～

具体的な取組

＜学習指導＞
基礎学力の定着

・授業の工夫と改善
・授業研究等による授業改善
・マルチベーシックの充実
・生徒の実態に即した授業・
評価方法の工夫

＜特別活動・部活動＞
部活動の活性化

・部活動参加の促進
・主体性を育む学校行事
・生徒会活動の充実
・リーダーの育成
・行事への積極的な参加

＜進路指導＞
進路指導の充実

・キャリア教育の推進
・進路学習を通じての自己の確立
・進路実現のためのきめ細かな
指導、外部との連携

＜地域・関係機関との連携＞
地域行事への積極的な参加

・学校説明会の充実
・中学校訪問の実施
・ＨＰによる教育活動の発信
・中高連携活動や地域貢献
活動の充実

＜生徒指導＞ ・基本的生活習慣の確立（服装・頭髪、遅刻、交通安全の指導継続、スマホ使用に関するマナー向上）
・学校のルールを守る姿勢を育む（生徒の人格を尊重し承認と称賛、人権教育の充実、ＳＨＯＩＮの心）

【生徒の願い】

●充実した学校生活

●基礎学力の定着、伸長

●進路希望の実現

●充実した学校行事

スクールマスコット マツボくん マツミちゃん

●時間の厳守、挨拶の励行
●基本的生活習慣の確立
●学習意欲の向上、基礎学力の定着

↓
＜自己を知る＞
自分を客観的に知り、社会と自己
の関わりを考える。進路学習により、自
己理解を深めるとともに、２年次の選択
授業についても考える。

１年次“自己理解”

●家庭学習習慣の定着
●学校行事や部活動への積極的参加
●「中だるみ」の防止

↓
＜視野を広げる＞
中堅年次として学校を牽引していける生
徒の育成。基礎学力の充実を図り、各自
の進路実現に見聞を深める機会を設け、
意識を高める。

２年次“自己伸長”
●最上級生としての「誇り」
●個に応じた進路希望の実現
●自己実現に向けての継続的な努力

↓
＜自己を実現する＞
個別相談指導を徹底し、担任からのアド
バイスやアドバイザーとの面談を通して、
希望の進路を決定し、自己実現を図る。

３年次“自己実現”

●本校の授業 → １年次は３４人程度の少人数クラス編制 数学・英語の習熟度別授業の実施

●選択授業 → ２・３年次は進路実現に向けてよりよい選択ができるよう７つのプランを用意

●特別活動・部活動 → 生徒会を中心とした主体性を育む学校行事 部活動参加の促進

●地域との連携 → 地域行事への積極的な参加 中高連携活動や地域貢献活動の充実

本校の特色

【松韻高校の3年間で】
●地域を支える人材となる
●確かな学業・職業の道を
開く

●幸せな人生を送る準備が
できる

【学校行事】
・遠足（５月）
・体育祭（６月）
・文化祭（９月）
・修学旅行（10月）
・マラソン大会（11月）

【部活動】運動部：13 文化部：14



≪蓮田特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 

 
１ 学校基本情報 

種別 
病弱 

肢体不自由 

学部・

学科 
小・中・高等部 

児童 

生徒数 

(男)６５ 

(女)４２ 
計１０７ 

ホームページ http://www.hasuda-sh.spec.ed.jp 

アクセス ＪＲ宇都宮線蓮田駅東口より朝日バス「国立東埼玉病院」下車、徒歩７分 

教育課程等

の特徴 

・県内唯一の病弱・肢体不自由併置校。 

・病弱部門は隣接する国立病院機構東埼玉病院に入院または通院する児童生徒対

象。 

・教育課程の類型を基本にした、一人一人のニーズに応じた多様な教育課程。 

・病弱部門、肢体不自由部門ともに訪問教育を実施（病棟訪問、在宅訪問）。 

・ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ等の外部専門家との連携を生かした自立活動の指導。 

・ＩＣＴ機器を活用した学習やコミュニケーションの指導。視線入力、オンラインで 

 の授業、３Ｄプリンタの活用、プログラミング学習の一環でのロボット相撲大会へ 

 の参加等のＩＣＴ教育を展開している。 

特色ある 

学校行事や 

部活動 

・宿泊学習、社会体験学習等を通して経験を拡大。卒業後の自立した社会生活を見

通した自主性・主体性の涵養。 

・病棟生と通学生が一緒に参加し作り上げる運動会、はすとも祭（文化祭）。 

・高等部の余暇活動の実施。 

・中学部・高等部有志でローリングバレー、ボッチャ、電動車いすサッカー、陸上

競技会等へ参加。 

家庭・地域 

との連携 

・学校公開を年３回実施。 

・市町教育委員会との連携による就学・転学に係る教育相談の実施。 

・近隣の小中高校との交流及び共同学習の実施。 

・小中学部では居住地校との支援籍学習（交流及び共同学習）を実施。 

・「学区域連絡会」を開催。学校の教育活動を理解していただき、分科会で情報交

換。 

進路に 

ついて 

・『一人一人に合わせた進路指導』の実践 

 小１から「進路・生活調査」の実施により、個別の移行支援計画を作成。 

 学区市町関係機関や事業所との連携 

 高等部における実習、進路を語る会、実力テスト、企業向け学校公開等 

・令和元年度卒業生(１０名）の進路先 

 通信制大学（１名）、東埼玉病院（２名）、生活介護事業所（６名）、 

 在宅職業訓練（１名） 

（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 月卒業生の実績値） 

 

 

 

 

 

http://www.hasuda-sh.spec.ed.jp


 

 

２ 育成方針（埼玉県立蓮田特別支援学校 ～児童生徒の成長物語～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部

•≪小学部目標≫

•基本的な生活習慣を身につけ、健康を保つ

•自分の世界を広げ、自ら考え、表現しようとする気持ちを高める

•人とのかかわりを通して対人関係の基礎を築く

•《主な学部行事》

•社会体験学習 校外宿泊学習 修学旅行

•蓮田市立黒浜南小学校との交流会 等

中学部

•≪中学部目標≫

•心の安定を図り、健康な身体と豊かな心を養う

•個々の能力を生かし、自ら学ぼうとする力を育てる

•コミュニケーションの力を高め、社会性を育てる

•《主な学部行事》

•社会体験学習 校外宿泊学習 修学旅行

•蓮田市立黒浜西中学校との交流会 等

高等部

•≪高等部目標≫

•病気や障害の理解を通して、生活への意欲を高め、主体的な生き方
ができるようにする

•社会的経験を拡げ、相手を意識し、社会生活に必要な知識・技能を
身につける

•生活を豊かにするために、人や物にかかわりながら、コミュニケー
ション能力を高める

•《主な学部行事》

•社会体験学習 校外宿泊学習 修学旅行 産業現場等における実習

•県立蓮田松韻高等学校との交流会 等

【主な進路先】 

福祉事業所（生活介護 就労移行支援） 一般就労 進学 継続療養 等 

支援籍学習 

（交流及び共同学習） 
居住地の小・中学校での学習を

年２～３回程度行っています。 

運動会・文化祭 
全校行事の運動会、はすとも祭

（文化祭）は、主に体育館で行

っています。病棟の児童生徒も

看護師の協力を得て参加して

います。 

本校マスコットのハッシー君

も登場します。 

本校 

マスコット 

ハッシー君 

埼玉県内唯一の病弱・肢体不自由併置校 

埼玉県立蓮田特別支援学校 
校訓 

明るく・心豊かに・夢の創造 

病弱部門 

隣接する（独）国立病院機構東埼玉病院に

入院または通院している児童生徒。  

 

 

肢体不自由部門 

蓮田市、伊奈町、上尾市（高崎線の東側）、 

さいたま市見沼区、緑区の全域、さいたま市北

区、大宮区、浦和区、・南区の高崎線より東側の

地域にお住まいの児童生徒 

個に応じた教育課程（類型別の教育課程） 

類型Ⅰ

•小中高の当該学
年の教科の教育内
容

類型Ⅱ

•小中高の前学年
の教科の教育内容

類型Ⅲ

•知的障害特別支
援学校に準ずる教
育内容

類型Ⅳ

•自立活動を主と
する教育内容

一人一人の学習の状況に応じて適宜変更見直しを行っています。 


